
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１３９０３

基盤研究(C)

2014～2011

マリー・キュリーのキャリアに見る、科学アカデミーのジェンダー問題

Marie Curie's Careeer and Academies of Science

２０２６２９４１研究者番号：

川島　慶子（Kawashima, Keiko）

名古屋工業大学・工学（系）研究科（研究院）・教授

研究期間：

２３５１０３４７

平成 年 月 日現在２７   ５ １１

円     4,200,000

研究成果の概要（和文）：本研究はマリー･キュリーとパリの科学アカデミーの関係について、ジェンダーの視点から
分析したものである。キュリーは女性初のノーベル賞受賞者かつ、人類初の二度のノーベル賞受賞者として、科学史上
の偉人である。しかしフランスでは、著名な科学者なら必ず所属する科学アカデミーの会員選挙に落選した。ノーベル
物理学賞の共同受賞者である夫のピエールもベクレルも会員である。つまりマリーの落選には20世紀初頭のフランスに
おけるジェンダーバイアスが影響していた。加えて、この選挙事件には民族問題と政教分離の問題も影響していた。こ
れら三問題は現在同様絡みあい、キュリーの科学者としてのキャリアに、大きな影響を与えた。

研究成果の概要（英文）：This study analyzed the relation between Marie Curie's career as scientist and 
Paris Academy of Science in the gender perspective. Marie Curie is the first female Nobel prize winner 
and the first two time Nobel prize winner in the world. Her fame in the history of science is firm. In 
France, however, she lost election in the Paris Academy of Science, of which almost all famous French 
scientists were members. In considering that the two co-Nobel prize winners, her husband Pierre and Henri 
Becquerel were its members, gender-bias in the early 20th century France must have had a big influence on 
this failure. There were other reasons however. Ethnic conflict and the principle of separation of 
government and religion are also the important elements. As actual conflicts, these three questions 
connected with each other and influenced in the case.

研究分野：科学史
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1． 研究開始当初の背景  
マリー・キュリーはその生前からほとんど
神話と化した女性科学者であった。特に次女
エーヴ・キュリー著『キュリー夫人伝』（1938）
によって、その犠牲的神々しさが強調され、
科学に生涯をささげた聖女と見なされてき
た。現在でも彼女のネーム・バリューは他の
女性科学者の追随を許さない。このことが結
果的に、キュリーの負の側面や、科学アカデ
ミーに代表される当時の科学者共同体との
摩擦を隠蔽した。二度のノーベル賞受賞とい
う経歴もあいまって、キュリーは長らく、「科
学の中立性」を強調する存在と見なされてき
た。 
 この傾向が変化し始めたのは、第二波フェ
ミニズムの影響で、女性学が台頭しだした
1970 年代からである。ただ、マリー・キュ
リーに注目する研究者やジャーナリストは、
基本的に 19 世紀以降のことのみを扱い、こ
の女性科学者を誕生させた背景のひとつと
しての、18世紀啓蒙時代というものは顧みら
れなかった。 
 じつは、マリー・キュリーをはじめとする
19 世紀後半のこの時代の科学者たちの科学
観には、啓蒙時代の強い影響が存在している。 
 同時に、特にフランスにおいては、絶対王
政の時代に起源を持ち、18世紀にその頂点を
きわめたパリ科学アカデミーの強大な権力
と、科学者たちの動向はキュリーの生きた時
代においても切り離せない。 
ジェンダーについては、制度上は女子に大
学入学が許可され、少なくとも形の上での教
育の機会均等があった点でも、18世紀とは決
定的に違う。しかし同時に 19世紀は、18世
紀に生まれた男女の役割分担を支持した「男
女の補完性」という生物学理論が、18世紀以
上に強調された時代でもある。しかるに、現
在までの研究ではこのようなことは言及さ
れてこなかった。 
 
２． 研究の目的 
 本研究では、私のそれまでの 18 世紀研
究とマリー・キュリー研究を踏まえたうえで
以下のテーマについて研究すること目的と
した。 
キュリーの科学者としてのキャリアにお
いて、現在の我々には信じられない事件、「ノ
ーベル賞受賞者が科学アカデミー会員選挙
に落選した」という事件である。この事件の
解明を通して、当時の科学者共同体に見られ
るジェンダー問題を、現代に通じる科学観が
生まれた 18世紀と、キュリーが活躍した 19
世紀末から 20 世紀前半という両方の時代と
の比較から分析し、過去から現代につながる
科学とジェンダーの問題をより広い視点で
考察することである。 

 
 
３． 研究の方法 
この研究で重要なことがらは、マリー・キ

ュリーが科学教育を受けた時期の特徴は、18
世紀とも現代とも違うので、その差に常に留
意することである。具体的には下記のような
要素が挙げられる。 
 
１）女子の高等教育進学が認められ始め、18
世紀以前のような特殊ルートではなく、正規
の課程で学位を取る女性が出現しだした。 
２）科学の職業化がほぼ完成を見ていた。 
３）17世紀から存在する科学アカデミーが科
学界で権威を持ちつつ、大学における科学研
究もまたもうひとつの科学研究の拠点にな
っていた。 
４）近代大学成立以降に設立された科学アカ
デミーが、それ以前のアカデミーとは異なる
傾向を持ち始めていた。 
５）１の状況とはうらはらに、男女の差異が、
社会的にも生物学的にも非常に強調されて
いた。 
 
具体的には、まず、マリー・キュリーを会
員に選出した各国の科学アカデミーをリス
トアップし、その概要（設立年代、専門、規
模、会員など）を調査して、データ・ベース
作成のための基本資料を作成した。そしてこ
れを啓蒙時代以前に設立されたものと、近代
大学成立以降に設立されたものとに区分し、
差異の有無を確認した。 
また、特にパリ科学アカデミーの特長につ
いて、他のアカデミー以上に調査し、その上
で、当時のマスコミがマリー･キュリーの科
学アカデミー立候補と落選という問題をど
のような視点から扱ったのかを分析した。具
体的にはこの時期の新聞記事を読み、その特
徴を明らかにした。 
同じ1911年の秋に起こったマリー･キュリ
ーの不倫スキャンダル事件についての新聞
記事の分析もおこなった。そして、ランジュ
ヴァン事件において、このアカデミー落選が
どのような影響を与えているのかに特に注
意して分析を行った。 
最後に、マリー・キュリーの科学者として
のキャリアについて、特に 1911 年以降、彼
女自身が科学アカデミーに対してどのよう
なスタンスをとったのか。そしてキュリーが
長を務めるラジウム研究所のスタッフに対
して、選挙に落選後、アカデミーについてど
のような指導をしていたのかを調査した。 
  
４． 研究成果  
まず、予見はしていたものの、キュリーが
教育を受けた時代は以下のような状況であ
ることがより明確になった。19 世紀半ばから
後半は、女子の高等教育進学が認められ始め、
18 世紀以前のような特殊ルートではなく、正
規の課程で学位を取る女性が出現した。ただ
し 18 世紀よりも、社会的にも生物学的にも
男女の差異が強調される傾向があり、女性の
利他性が「神の意思」ではなく、「生物学的
事実」とされた。こうしてむしろ女性は、19



世紀の方が利他性への精神的圧力は大きか
った。 
また、「大学や高等専門学校の教師として」
という保留つきではあるが、科学の職業化が
ほぼ完成を見ていた。ここに研究所の科学者
が加わるのは、20 世紀後半である。ただし、
これは男性の場合においてのみであり、女性
には男性と比べて、職業科学者となるには、
はるかに大きな壁が存在していた。 
啓蒙時代から存在する科学アカデミーが
科学界で権威を持ちつつ、18 世紀と違い、大
学などの教育機関における科学研究も、有力
な科学研究の拠点になっていた。 
キュリーが科学アカデミーの選挙に落選
した 1911 年は、上記の状況に加えて、宗教
と民族に関して、フランスがきわめて複雑な
政治的状況かにあったことがわかった。この
問題は科学の世界にも大きく影響した。具体
的には以下の通りである。 
民族問題では、19 世紀期末にドイツのスパ
イであるとして逮捕され、後に無実が判明し
て開放されたユダヤ人の軍人ドレフュスの
事件が、司法の問題を超えて、大きな社会問
題となっていた。20 世紀初頭においても、ド
レフュス擁護派と反ドレフュス派は互いに
相手を批判し続けていた。そしてキュリーが
教授であるソルボンヌ大学は、ドレフュス擁
護派の科学者が多数いることで有名であっ
た。 
宗教については、18 世紀の啓蒙時代より主
張され、フランス革命で狂信的なまでに実施
され、その後紆余曲折を経てきた政教分離が
ついにこの時代に一応の完成を見て、1905 年
に政教分離法が成立した。しかしこれは当時
のフランス人の総意とは言いがたく、この法
律に反感を持つ人々は多かった。そしてキュ
リーの属するソルボンヌの科学者は、政教分
離法に賛成するものが多数であった。 
つまりソルボンヌの科学者は「反民族主義
者」「政教分離主義者」として知られており、
さらにキュリーを受け入れたということか
ら「フェミニスト」であるとも見なされてい
た。そして「元ポーランド人で女性、しかも
無神論の科学者」マリー･キュリーは、当時
の保守派から見れば、「あやまてる進歩主義」
の象徴と見なされたのである。 
つまり 1911 年の二つの事件、アカデミー
の選挙もランジュヴァン事件も、すべて上の
枠組みのなかで争われた。それは通常の科学
アカデミーの選挙とは大きく異なった政治
的なイベントであった。特にランジュヴァン
事件は、ありきたりの不倫騒ぎとは異なる政
治的事件であることが判明した。 
前者では、キュリーのライバル候補のブラ
ンリーの科学的業績よりも彼の敬虔なカト
リック信仰がマスコミによって強調された。
ブランリーがソルボンヌへの就職を断り、カ
トリック学院の教授になったことも、この争
いを助長した。 
後者の事件ではキュリーその人よりも、フ

ランスには、宗教をないがしろにする要因と
して、科学や科学者そのものまでもが批判さ
れた。ここから、外国人や女性を優遇してフ
ランス人をおとしめる組織として、ソルボン
ヌ大学とその科学者たちが激しい批判にさ
らされた。 
つまり、キュリーのアカデミー落選事件と、
ランジュヴァン事件は、現在もなお、フラン
スで問題となり、世界的にも大問題となって
いる、政教分離の是非とその定義が、予想以
上に大きなウエイトを占めていたのである。 
こうした雰囲気の中で、キュリーは国家主
義者からフランスの伝統に挑戦する急進派
と見なされ、徹底的に糾弾された。フランス
に大きく貢献したキュリーの科学的な業績
が考慮されることなく、キュリーはあらゆる
意味で「規範を破った外国人女」として扱わ
れたのである。 
また、宗教の面では、キュリーはむしろ政
教分離を推進していた当時のフランス共和
政府の側にいたのだが、女性の社会進出や性
の解放という面から見れば、やはり政府にと
っても、歓迎せざる存在だった。女性を「母」
「妻」の役割に限定し、社会進出するにして
も「男性の補助役」としてのみ許容する政府
の方針と、キュリーの生き方は相容れなかっ
た。つまりジェンダーの視点からすれば、保
守派も共和主義者もキュリーの味方ではな
かったのである。 
こうしてマスコミの餌食となった 1911 年
以降、キュリーはそれまで多数論文を発表し
ていた科学アカデミーの雑誌に論文を発表
しなくなる。彼女は科学アカデミーから遠ざ
かるようになった。ただ、それを弟子に強要
することはなかった。たとえば最初の日本人
弟子である山田延男に対しては、この雑誌へ
の出版を薦めているし、娘夫婦にもここに雑
誌を載せるようにアドヴァイスしている。キ
ュリーはあくまでも 1911 年の事件を「個人
的なこと」としてとらえようと努め、それを
自分以外の人間に影響させるようなことは
しなかった。 
また、これらの事件は実は「国内的」なも
のにとどまり、外国にはほとんど影響を及ぼ
さなかったことも判明した。というのも 1911
年はキュリーの二度目のノーベル賞受賞の
年であり、国内ではランジュヴァン事件のた
めにたいした報道はされなかったが、国際的
には「人類初の二度のノーベル賞受賞者」と
して、キュリーの名声はますます上昇したか
らである。 
これ以降、むしろキュリーの研究所に入所
を希望する外国人研究者は増加の一途をた
どった。第一次世界大戦の 4 年間を除くと、
ラジウム研究所のキュリー研究室は、世界の
どこよりも女性と外国人の多い科学研究所
として発展した。そしてカーネギーやロスチ
ャイルドをはじめとした富豪からの援助や、
国家の援助を得て、キュリーの死の 1934 年
までラジウム研究所は放射能研究の第一線



の研究機関でありつづけた。 
外国の科学アカデミーは、特に二度目のノ
ーベル賞のあとでは、キュリーを自分たちの
組織の名誉会員にと求める傾向が強くなっ
た。特に医学分野では、ラジウム療法の進展
と相まって、いわゆる「科学」アカデミー以
上に、彼女を勧誘する事に熱心だった。もち
ろん、無名の科学アカデミーの方が、この勧
誘に熱心だったのは間違いないが、それでも
中には、18 世紀に期限を遡る有名なアカデミ
ーも複数含まれている。 
キュリーの死後のパリ科学アカデミーと
キュリーの弟子との関係については、以下の
ようなものがあった。長女で 1935 年のノー
ベル化学賞受賞者イレーヌ・ジョリオ＝キュ
リーも、戦後に数度の立候補を果たすが、当
選しなかった。フレデリック･ジョリオ＝キ
ュリーの弟子の湯浅年子は、この立候補につ
いて、落選を覚悟した、女性科学者の地位向
上のための社会的な啓蒙活動だと見なして
いる。そして、通信会員とはいえ、1962 年に
女性初の科学アカデミー会員となったのは、
キュリーの晩年の弟子、放射性新元素フラン
シウムの発見者、マルグリット･ペレーであ
った。 
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